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１ 道路標識の設計計算 
 道路標識の設計計算は「道路標識設置基準・同解説」により行うものとする。 

 

１－１ 設計条件 

  設計に必要な条件等は「道路標識設置基準･同解説」によるものとする。ただし、 

 風荷重については以下の条件によるものとする。 

 （1）風荷重 

 

 

 

Ｐｏ：有効投影面積当り風荷重（kg／m2） 

Ｖ ：設計風速 路側式、複柱式………………………50m/sec 

           片持式、門型式、歩道橋添架式……60m/sec 

道路照明………………………………60m/sec 

ＣＤ:抗力係数 支柱………0.7 

標示板……1.2 

以上から、単位面積当り風荷重は次のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） ※両持式（Ｔ型式）標識も含む

表 1－1 風荷重の大きさ 

形 式 

(設計 

風速) 

 

 

対 象 

路側式複柱式 

(50m/sec) 

※片持式門型式 

 歩道橋添架式  

(60m/sec) 

摘     要 

支 柱 109kg/ m2 158kg/ m2  

標示板 188kg/ m2 270kg/ m2 ピン構造の吊下げ式は別途考慮する。 
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◆ポケット式落石防護網の簡易式について 
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◆簡易式が適用できる可能吸収エネルギーの範囲について 
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